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従来技術とその問題点

レーザー光を熱源とした切断では、様々な材質、
厚みなどに的確に対応できるよう、予め切断対
象物の情報を入手し、照射条件などを規定して
おくことが重要であるが、

福島・燃料デブリのように形状や材質が不定、

数値計算を行う場合、膨大な計算時間を要求

等の問題があり、広く利用されるまでには至って
いない。



3

新技術の特徴（1/2）：動画

切断対象物に関する外界情報（形状、材質、切断
性能など）を監視し、レーザー照射条件などを状況
に応じて自動で制御する機能（適応制御）の実現

適応制御系のシステム構成 気中環境におけるレーザー溶断・破砕試験
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新技術の特徴（2/2）：動画

レーザー加工時に生じる固体金属の溶融・凝固挙
動を、汎用計算機により、レーザー光照射開始か
ら加工終了までの全過程を評価し、照射条件を予
め規定可能な計算コード（SPLICE）を開発

レーザー溶接シミュレーション結果 厚板金属レーザー溶断シミュレーション結果



5

従来技術との比較

適応制御機能により、加工対象物の形状、材質な
どを予め用意しておく必要がなく、また常に適切な
切断性能を維持することができることから、福島・
燃料デブリなどの処理にも適用可能

SPLICEコードにより、レーザー加工の要求仕様を

満足するレーザー照射条件の事前評価ができるこ
とから、加工に係る適切な条件の可視化を通じた
新製品開発期間の短縮が可能
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競合技術との比較（切断）
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想定される用途（1/2）

レーザー切断プロセスをロボットシステムと連動さ
せることにより、福島・燃料デブリなどを含む放射
性物質の処理・処分

鉛、水銀などの毒性物質を含む機器の解体、アス
ベストなどの発がん性物質を含む構造体の解体、
粉塵の発生を伴う鉄筋コンクリート構造物の解体
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想定される用途（2/2）

レーザー光を利用する溶接、溶断、穿孔、金属光
造形、コーティングなどの加工プロセス

SPLICEコードをディジタルモックアップ装置としたフロントローディング
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実用化に向けた課題（1/3）

適応制御機能については、複数の多自由度ロボッ
トとの協調制御の実現、ロボットヴィジョンとの連携
などによる更なる利点の追及（ふくいスマートデコ
ミッショニング技術実証拠点の活用）

SPLICEコードについては、知識処理技術を用い

たユーザビリティー向上などによる更なる利点の
追及
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実用化に向けた課題（2/3）：動画

ふくいスマートデコミッショニング技術実証拠点（敦賀）を用いた適応・協調制御機能の高度化
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実用化に向けた課題（3/3）

総合科学技術・イノベーション会議第 5 期科学技術基本計画 Society 5.0 (超スマート社会実現) に沿った知識処理実現
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企業への期待

適応制御機能については、将
来的にモバイル型レーザー切
断装置を用いた原子炉廃止措
置、社会インフラ補修ビジネス
などの立上げ

SPLICEコードについては、モ
デル改良、受託解析、コード販
売、ユーザーサポートなどを行
うビジネスの立上げ

レーザー発信器、チラー、
切断チェンバー

モバイル型レーザー切断装置
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お問い合わせ先
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e-mail：seika.riyou＠jaea.go.jp


